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発明の概要

2020年5月分注目特許 No.1

特徴

関連分野 業務用機械、電気機械、エネルギー、運輸サービス

海・空等輸送機械 クリーンで長期間飛行できる水蒸気式飛行体

代表図

1 バルーン
2 エンベロープ
3 ライン
4 ゴンドラ
5 水蒸気発生装置
6 注水口
7 導水パイプ
8 チャージパイプ
SP ソーラーパネル

浮揚ガスとして水蒸気を用いるバルーン、飛行
船などの飛行体

本発明の飛行体は、浮揚ガスとして水蒸気が封

入されるエンベロープと、エンベロープの下方に取
り付けられたゴンドラを有する飛行体である。ゴン
ドラには水蒸気発生装置が設けられ、水蒸気発生
装置は、水を溜める貯水槽と、貯水槽内に浸漬さ
れた、あるいは複数の加熱板と貯水槽の周囲に
配置された、ＩＨコイルとＩＨコイルに通電する電源
とを有している。水蒸気発生装置で発生した水蒸
気をエンベロープに供給するので、従来の水蒸気
発生装置を搭載した飛行体に比べて軽量で、ＣＯ
２を排出しないクリーンな飛行が行え、メンテナン
スも容易で、飛行可能時間の長期化が可能となる。



応用の可能性
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応用の可能性/活用企業例/最新動向

本ページの情報は2020年7月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。

岡田健志氏の本発明に関する最新動向

・岡田健志氏の本件特許に関連する情報はインターネット上には見受けられない。

応用の可能性

・気球

・飛行船

など

など・有限会社エアロノーツ

本技術の活用が見込める企業の一例

・株式会社エイ・イー・エス

・パナソニック株式会社

・飛行船ネットワーク株式会社

・株式会社気球製作所

・株式会社ジャパンバルーンサービス

・有限会社仁平製作所

・セコム株式会社

・トーテックス株式会社

・アドバルーン


